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１． 2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 47,092 80.4 14,052 ― 14,870 ― 9,937 ―

2021年３月期第１四半期 26,109 △15.3 △108 ― 17 △99.5 111 △94.8

(注)包括利益 2022年３月期第１四半期 10,096 百万円 ( ―％) 2021年３月期第１四半期 △149 百万円 ( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 244.47 244.27

2021年３月期第１四半期 2.74 2.74

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 146,323 101,035 65.8

2021年３月期 139,174 93,123 63.5

(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 96,229 百万円 2021年３月期 88,377 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 20.00 ― 50.00 70.00

2022年３月期 ―

2022年３月期(予想) 35.00 ― 35.00 70.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３． 2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 154,000 11.1 32,000 60.5 33,100 59.1 20,900 52.4 514.07

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ― 社、除外 ― 社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 44,014,726株 2021年３月期 44,014,726株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 3,367,662株 2021年３月期 3,367,662株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 40,647,064株 2021年３月期１Ｑ 40,623,492株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が大きく、緊急事態宣言の

発令に伴う外出自粛や休業要請により、個人消費や企業活動が制限されるなど先行きは依然として不透明な状況で

す。

このような状況のもと受託臨床検査業界におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により患者数は弱含

みで推移しているものの、新型コロナウイルス関連検査の需要が伸張していることで市場規模は拡大しておりま

す。しかしながら営業活動の制限や同業他社との競争は続いており、事業環境は引き続き厳しい状況にあります。

こうした中で、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高47,092百万円（前年同期比80.4％増）、営業利益

14,052百万円（前年同期は営業損失108百万円）、経常利益14,870百万円（前年同期は経常利益17百万円）、親会

社株主に帰属する当期純利益9,937百万円（前年同期は親会社株主に帰属する純利益111百万円）となりました。当

社におきましては、新型コロナウイルス関連検査が堅調に推移したことや、昨年同時期に発生した新型コロナウイ

ルス感染症の影響による受診控えの反動もあり、売上高および利益ともに大幅に増加いたしました。

以下に事業別の概況をご報告いたします。

臨床検査事業につきましては、新規獲得を図るとともに、新規検査項目、独自検査項目、重点検査項目拡販など

の深耕営業を実施し、業績の拡大を図りました。また、新型コロナウイルス関連検査につきましても堅調に推移し

た事から、臨床検査事業の売上高は、前年同期比86.0％の増収となりました。なお、新型コロナウイルス関連検査

につきましては、ゲノム解析の実施等、今後も様々な状況の変化に対応できるよう検査体制を整えてまいります。

食品検査事業につきましては、引き続き新型コロナウイルスの感染拡大の影響から、取引施設の営業自粛等が発

生しており、食品コンサルティング、腸内細菌検査等は厳しい状況にあります。しかしながら、前年同時期と比較

して、持ち直しの動きもみられていることもあり、売上高は前年同期比30.5％の増収となりました。

以上の結果、検査事業の売上高は前年同期比84.4％の増収となりました。

医療情報システム事業の売上高につきましても、営業活動の制限はありますが少しずつ状況は改善してきてお

り、前年同期比8.3％の増収となりました。なお、クラウド版電子カルテにつきましては、2022年４月にリリース

予定です。

その他事業の売上高につきましては、調剤薬局事業で診療報酬改定(薬価)の引き下げの影響を受けたものの、新

型コロナウイルス感染拡大に伴い外来患者数が減少した前年の反動を受け前年同期比4.4％の増収となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間期末の連結財政状態は、総資産146,323百万円（前期末比7,149百万円増）、純資産

101,035百万円（前期末比7,912百万円増）、自己資本比率65.8％（前期末比2.3％増）となっています。

主な増減項目は、資産の部では流動資産で現金及び預金が2,448百万円、受取手形及び売掛金が4,353百万円、そ

れぞれ増加しています。負債の部では流動負債で支払手形及び買掛金が1,065百万円増加した一方で、未払法人税

等が1,712百万円減少しています。純資産の部では利益剰余金が7,904百万円増加しています。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 業績予想の修正について

　 2022年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月31日）

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株あたり
純利益

前回発表予想（Ａ）
(2021年５月13日発表）

142,300 19,200 20,100 12,700 312円45銭

今回修正予想（Ｂ） 154,000 32,000 33,100 20,900 514円07銭

増減額（Ｂ－Ａ） 11,700 12,800 13,000 8,200 ―

増減率（％） 8.2 66.7 64.7 64.6 ―

(ご参考)前期通期実績
(2021年３月期通期)

138,571 19,936 20,803 13,711 337円44銭

通期業績予想修正の理由

2022年３月期の連結業績予想につきまして、2021年５月13日に公表いたしました連結業績予想を上回る見込とな

りましたので、直近の状況を踏まえ、現時点で入手可能な情報をもとに上記のとおり修正いたします。

当第１四半期連結累計期間においては、新型コロナウイルス関連検査の需要が想定を上回って推移いたしまし

た。今後につきましては、緊急事態宣言等の効果やワクチン接種の進展により、新規感染者数は緩やかに減少して

いくことが予想されますが、新型コロナウイルス関連検査は、一定数の需要が継続すると見込まれます。このよう

な状況を踏まえ2021年５月13日公表の業績予想を修正いたしました。

※ 上記予想は、現時点において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によ

って予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 63,478 65,927

受取手形及び売掛金 30,410 34,763

商品及び製品 324 490

仕掛品 691 758

原材料及び貯蔵品 3,018 3,398

その他 1,106 1,148

貸倒引当金 △80 △74

流動資産合計 98,950 106,412

固定資産

有形固定資産

その他（純額） 30,685 30,970

有形固定資産合計 30,685 30,970

無形固定資産

その他 3,807 3,806

無形固定資産合計 3,807 3,806

投資その他の資産

その他 5,815 5,217

貸倒引当金 △83 △83

投資その他の資産合計 5,731 5,133

固定資産合計 40,224 39,911

資産合計 139,174 146,323

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,305 21,370

未払法人税等 5,756 4,044

賞与引当金 3,419 2,864

その他 10,926 11,346

流動負債合計 40,407 39,625

固定負債

退職給付に係る負債 2,866 2,867

役員退職慰労引当金 246 216

その他 2,531 2,578

固定負債合計 5,644 5,662

負債合計 46,051 45,288
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,045 6,045

資本剰余金 6,705 6,705

利益剰余金 81,220 89,125

自己株式 △6,651 △6,651

株主資本合計 87,320 95,225

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 496 466

退職給付に係る調整累計額 560 537

その他の包括利益累計額合計 1,057 1,003

新株予約権 44 44

非支配株主持分 4,701 4,762

純資産合計 93,123 101,035

負債純資産合計 139,174 146,323
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 26,109 47,092

売上原価 18,035 23,811

売上総利益 8,073 23,281

販売費及び一般管理費 8,181 9,228

営業利益又は営業損失（△） △108 14,052

営業外収益

不動産賃貸料 15 15

補助金収入 1 692

その他 129 133

営業外収益合計 146 842

営業外費用

支払利息 9 9

不動産賃貸原価 9 9

その他 1 5

営業外費用合計 20 24

経常利益 17 14,870

特別利益

抱合せ株式消滅差益 ― 20

投資有価証券売却益 252 ―

その他 1 ―

特別利益合計 254 20

特別損失

固定資産除却損 22 20

減損損失 ― 35

その他 0 0

特別損失合計 22 55

税金等調整前四半期純利益 249 14,835

法人税、住民税及び事業税 317 4,137

法人税等調整額 △174 548

法人税等合計 142 4,685

四半期純利益 106 10,149

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△4 212

親会社株主に帰属する四半期純利益 111 9,937
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 106 10,149

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △248 △30

退職給付に係る調整額 △7 △23

その他の包括利益合計 △255 △53

四半期包括利益 △149 10,096

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △143 9,883

非支配株主に係る四半期包括利益 △5 212
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計

基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更に

ついて、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当第１四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、当連結会計年度の利益剰余金期

首残高に反映させるべき累積的影響もありません。

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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３．その他

販売の状況

検査区分

前第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日

至 2021年６月30日） 増減率(％)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

検査事業 臨床検査事業
生化学的検査 10,088 38.6 12,328 26.2 22.2

血液学的検査 2,073 7.9 2,568 5.5 23.9

　免疫学的検査 5,372 20.6 6,687 14.2 24.5

　微生物学的検査 1,469 5.6 1,549 3.3 5.5

　病理学的検査 1,619 6.2 2,134 4.5 31.8

　その他検査 3,394 13.0 19,414 41.2 471.9

(臨床検査事業小計) 24,018 91.9 44,683 94.9 86.0

その他検査事業 719 2.8 938 2.0 30.5

検査事業小計 24,738 94.7 45,621 96.9 84.4

医療情報システム事業 1,014 3.9 1,098 2.3 8.3

その他事業 356 1.4 372 0.8 4.4

合計 26,109 100.0 47,092 100.0 80.4

　


